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ＩＲ（統合型リゾート）の動向

■　ＩＲ（統合型リゾート）の概要

ＩＲとは、カジノのほかホテルや劇場、国際会議場や

展示会場などのMICE施設、ショッピングモールなどが

集まった複合的な施設。

Integrated Resortの頭文字の略で、統合型リゾート

とも呼ばれる。

・2018年4月に「IR実施法案」が閣議決定、

　同年7月20日に成立

・カジノ誘致を表明している主な候補地は、

　神奈川（横浜）、東京、愛知（名古屋、常滑）

　大阪、和歌山、長崎

・上限3ヵ所、決定は2021～22年頃

■　ＩＲのメリット・デメリット

メリット 1. 外国人観光客増加による経済効果 デメリット 1.ギャンブル依存症の増加

2. インフラ整備による地域の活性化 2.治安の悪化

3. 地域雇用の創出 3.マネーロンダリングの可能性

4. 税収アップによる財政健全化

5. 自治体サービスの向上

■　ＩＲを巡る汚職問題

・ＩＲ・統合型リゾート施設などを担当する内閣府の副大臣を務めた秋元司衆議院議員が、

中国企業から現金３００万円などの賄賂を受け取っていたとして、東京地検特捜部に収賄の疑いで逮捕

・政府はIR事業者の選定基準などを示す基本方針を当初1月中に策定する予定だったが、2月以降に先送り

・野党4党は、IR整備推進法の廃止法案を国会に提出
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